
必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　青少年の健全育成の推進 Ｎｏ． 53

事 業 名 関係機関との連携強化 担当課 社会教育課

警察・阿波市青少年育成センター・学校・行政・地域・各事業所・ハローワークとの連携強化
を図ります。

家庭や社会環境などに起因する非行・復学相談等の様々な課題を抱え自立していくことが困難
な青少年の支援を行います。

子ども会・地域を見守る会・PTA・ボランティア団体との連携強化を図ります。

対象(誰を・何を)

市内青少年

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

4 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

環境浄化と子どもたちにとって、住みよいまちづくり、また青少年の非行防止を健全育成を図
る。

関係機関との連携による街頭補導や健全育成活動の実施、環境浄化活動の推進・相談活動など
を積極的に推進する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

引き続き、関係機関との連携を強化し、子どもたちにとって健全な環境づくりに努めてください。

○警察との合同補導活動
○通常補導活動‥勤務日に応じて実施
○切幡寺特別補導‥9月・3月の2回実施
○有害図書等の回収‥書籍・雑誌類182点　DVD等映像媒体42点
○防犯教室‥一条小学校・伊沢小学校
○防犯教室・不審者対応訓練‥林小学校・八幡小学校・久勝小学校・御所小学校ほか
○相談件数‥82件

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

引き続き補導活動を継続し、有害図書等
を回収して子どもたちにとって健全な環
境づくりを努める。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　青少年の健全育成の推進 Ｎｏ． 54

事 業 名 環境美化活動 担当課 社会教育課

各学校区で清掃、除草、花づくりなどの活動を進めます。

対象(誰を・何を)

市内青少年(小学校・中学校)

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

4 4 3 3 A

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

子どもたちにとって住みよい町づくり・美しい町づくりを目指し、青少年の健全育成・非行防
止等を図る。

阿波市内小・中学校の実情に沿った活動を実践する。

総 合 評 価 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

引き続き、環境美化活動を進めるとともに、青少年の健全育成に努めてください。

〇一条小学校（花いっぱい運動等）　　　　　　　　　　　　　〇吉野中学校（アドプトプログラム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇柿原小学校（環境整備関連等）　　　　　　　　　　　　　　〇土成中学校（環境整備等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇御所小学校（なかよし班ごみゼロ活動等）　　　　　　　　　〇市場中学校（交通安全啓発運動等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇土成小学校（総合学習（人権学習）等）　　　　　　　　　　〇阿波中学校（体育祭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇八幡小学校（ふれあい花づくり・菊友会との菊づくり等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇市場小学校（花の栽培等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇大俣小学校(菊作り等)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇久勝小学校（田植え体験等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇伊沢小学校（花植え体験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇林小学校（学芸的活動等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

各学校の活動を継続できるよう、引き続
き支援していく。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　青少年の健全育成の推進 Ｎｏ． 55

事 業 名 講演会の実施 担当課 社会教育課

青少年の豊かな人間性を育むため、市内中学校において講演会を実施します。

対象(誰を・何を)

市内青少年（中学生）

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

青少年の健全育成・非行防止等を図る。

市内中学生を対象とした青少年講演会を開催していたが、令和6年度は防犯グッズを配布し、
防犯対策とともに防犯意識や交通安全意識を高める。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

青少年の健全育成につながる効果的な取組になるよう努めてください。

小中学校に防犯啓発グッズを配布する。
（小・中学校：ヘルメット着用啓発用マスク、中学校：自転車通学用リフレクター（反射
材））

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

市内中学校を順番に回しながら講演会を
開催している。しかし、開催は4年に1回
なので生徒在籍中に講演会が開催されな
い学校がある。また、学校の人権研修と
時期が重なることもある。よって、市内
小中学校に防犯啓発グッズを配布する。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　青少年の健全育成の推進 Ｎｏ． 56

事 業 名 地域ぐるみの健全育成運動の展開 担当課 社会教育課

地域住民の関心を高めるよう、児童生徒の非行防止意見発表、イベントの開催に努めます。

対象(誰を・何を)

市内青少年

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

4 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

青少年の健全育成、非行防止を図る。

「少年の日」・「家族の日」の趣旨を理解するとともに、青少年健全育成のための環境づくり
として、親子ふれあい事業を実施する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

引き続き、地域ぐるみで、効果的な健全育成イベントの拡充に努めてください。

親子ふれあい事業
○ドローン体験教室　　　　　10月 5日　参加者数　15家族31人　
○クリスマスツリーを作ろう　12月14日　参加者数　19家族45人　
○手打ちうどん体験教室       1月25日　参加者数　10家族20人

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

引き続き継続する。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　家庭の教育の向上 Ｎｏ． 57

事 業 名 講演会等の実施 担当課 社会教育課

親子を対象とした講演会や各種講座の親子参加型事業を開催し、家庭教育の重要性について、
意識啓発を図ります。

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

家庭教育の重要性について、浸透を図る。

親子を対象とした講演会・生涯学習講座等の親子参加型の事業を推進し、体験を通じた意識啓
発を図る。

〇生涯学習講座（親子講座）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親子和菓子教室　　　７月２４日（１回）　参加人数１６人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親子で天体観望会　１０月１９日（１回）　参加人数３０人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こども茶道教室　　７月～１０月（８回）　参加人数１０５人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夏休みポスター絵画教室　７月２１日（２回）参加人数２７人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親子で韓国料理　　７月３１日（１回）　　参加人数１９人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇生涯学習事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　夏休み親子ふれあい木工教室　７月２８日（１回）　参加人数６６人

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

今後も、参加型の体験事業を推進し、意識啓発に努めてください。

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

引き続き、親子体験事業を推進し、家庭
教育の重要性についての意識啓発を図
る。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　家庭の教育の向上 Ｎｏ． 58

事 業 名 正しい生活リズムの定着 担当課 学校教育課

子どもの生活リズムを確立するため、「早寝早起き朝ごはん運動」の定着を図ります。

対象(誰を・何を)

児童・生徒

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

子どもたちの健やかな成長のため、規則正しい生活習慣を身につける。

各学校において、基本的生活習慣を身につける教育活動を行う。
また全学校において、生活習慣改善プロジェクトを実施し、課題を見つけ、その解消をめざ
す。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

今後も家庭との連携により、規則正しい生活習慣を身に付ける取り組みを進めてください。

生活習慣について実態調査（歯磨き指導、就寝時刻や朝食の取り方、手洗い習慣など）を実施
し、よりよい基本的生活習慣の確立のための指導を行った。生活チェックでの自己改善や参観
日等を通じて、保護者の生活習慣改善の意識を高め、家庭啓発を行った。

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

家庭や地域ぐるみの「生活づくり・体づ
くり」の環境整備や保護者への啓発を強
化する。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　家庭の教育の向上 Ｎｏ． 59

事 業 名 文化やスポーツの拠点づくり 担当課 社会教育課

生涯学習講座等の開催拠点として、「アエルワ」を活用し、多くの市民の交流や市民ニーズに
応じた講座を実施します。

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

市民ニーズに応じた幅広い講座の開催に努める。

阿波市交流防災拠点施設「アエルワ」を開催拠点とし、市民ニーズに応じた幅広い講座を開催
する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

今後も、関係機関との連携を深め、生涯学習講座の拡充に努めてください。

○生涯学習講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マジック（手品）・太極拳・つまみ細工など２４講座のうち２０講座を阿波市交流防災拠点施
設「アエルワ」において開催した。

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

引き続き、生涯学習講座等の充実を図
る。また、関係機関との連携に努める。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　家庭の教育の向上 Ｎｏ． 60

事 業 名 家庭教育の充実 担当課 社会教育課

家族一緒の読書運動、読み聞かせボランティアの確保を図ります。

対象(誰を・何を)

子ども・保護者

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 4 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

子どもと保護者が本を介して触れ合うことにより、親子の絆を深めるたけでなく家庭での教育力を高める。

乳児健診時にブックスタート（絵本のプレゼント・読み聞かせ）の実施・ボランティアによる
定期的なおはなし会を図書館で実施する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

読み聞かせボランティアの継続と、おはなし会等の充実に努めてください。

〇ブックスタート　１１回（阿波・市場・土成・吉野笠井）　１１４人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇図書館おはなし会　
　阿波22回133人（うち子ども78人）
　市場12回137人（うち子ども78人）
　土成11回 88人（うち子ども49人）
　吉野笠井12回52人（うち子ども30人）

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

ボランティアの人数が減少傾向である
が、読み聞かせボランティアの継続を努
める。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　青少年の体験・交流活動の充実 Ｎｏ． 61

事 業 名 青少年の居場所づくりの推進 担当課 社会教育課

勤労青少年ホーム、運動施設などを拠点にした活動を進めます。

対象(誰を・何を)

市内青少年

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 2 3 2 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

同世代や異なる世代との交流を通して、社会の一員としての社会性や自主性などを身に付ける
ことができるようにする。

勤労青少年ホーム・運動施設などを中心に青少年が気軽に集まることができる環境を整える。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

青少年の交流拠点として、勤労青少年センターや、その他の社会体育の施設整備に努めてください。

勤労青少年ホーム　
○硬式テニス　　316人
○フットサル　　245人
○ボーリング　　 64人
○ピラティス　　105人
○料理教室　　　 40人
○フラワーアレジメント　17人
○陶芸教室　　 　5人

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

ニーズを常に把握し、利用者数の拡大に
努めるが、青少年の利用者が少ないのが
現状である。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－４　青少年団体、リーダーの育成 Ｎｏ． 62

事 業 名 指導者養成講座の開催 担当課 社会教育課

スポーツ少年団指導者講習会を開催します。

対象(誰を・何を)

スポーツ少年団指導者

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

○スポーツ少年団スタートコーチ養成講習会

令和６年度　オンライン講習・対面講義･･･受講者数９人

令和５年度　オンライン講習につき、受講者数は不明

令和 6 年度 令和４年度　オンライン講習につき、受講者数は不明

事業実績状況 令和３年度　オンライン講習につき、受講者数は不明

(Do) 令和２年度　中止

令和元年度　12人受講

平成30年度　15人受講

平成29年度　19人受講

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 2 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

スポーツ少年団スタートコーチ養成講習会を実施し、競技力向上や指導者の資質の向上、事故
防止に繋げる。

市内のスポーツ少年団指導者に対し、徳島県スポーツ少年団や阿波市スポーツ少年団が実施す
る養成講座や講習会を案内する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

スポーツ少年団の資質向上のための講座に取り組み、継続性のあるスポーツ少年団構築に努め
てください。

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

各団体の競技力向上・指導者の資質の向
上及び事故防止に努める。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－４　青少年団体、リーダーの育成 Ｎｏ． 63

事 業 名 子ども会活動の充実 担当課 社会教育課

少子化により地域の児童生徒が減少している中で、子ども会の活動を支援します。

対象(誰を・何を)

阿波市内地域子ども会

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 6 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

2 4 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

各団体への支援をし、子ども会内での交流を深め、各団体の活性化を図る。

各地域子ども会に補助金を交付し、子ども会活動の充実を図る。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

児童・生徒数の減少傾向の中、地域のニーズ対応した子ども会活動を計画してください。

阿波市内地域子ども会補助金交付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
団体数　４７団体　加入人数770人（合計：325,000円）（10小学校：1,407名 加入率 54.7％）

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

児童の減少により団体数も減ってきてい
るが、引き続き地域子ども会活動を支援
する。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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